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除幕して姿を見せた大型案内サイン

観光案内看板除幕式

　観光地近くや幹線道路沿いで整備が進められていた
観光案内看板が完成し、3 月 8 日に上町交差点で除幕
式が行われました。整備されたのは大型総合案内サイ
ン３基、縄文土器が載った大型誘導サイン７基、中型
誘導サイン４基です。
　北陸新幹線開業や能越自動車道七尾氷見道路の全通
など、自動車による観光客の増加が予想されることか
ら、今後も国道 249 号線を中心に整備が進められます。

訪問者を導く看板完成

　3 月 2 日、柿生の神道地区で「石仏山祭り」がありました。社殿をもたず、神体山として原始
的な信仰の形態を残していることから「祭祀遺跡石仏山」として県の史跡に指定されています。
触れ太鼓を先頭に供物などをもった神職や氏子が集落を歩き、「お山」と呼ばれる石仏山を目指
しました。
　山は結界が貼られていて、女人禁制とされていま
す。刃物の持ち込みが禁じられていることから巨木が
残り、周囲の山々とは異なる景観をみせています。氏
子らは「前

まえだち

立」と呼ばれる高さ約 3㍍の巨石の前で神
事に臨み、祈りをささげました。

石仏山祭り
能登に春を告げる太鼓の音

　3 月 1 日、能登消防署で女性防火の集いがあり、約
40 人が参加しました。危機管理室職員が防災の備え
が重要であることを講演したほか、内浦健康クラブの
高木米子さんがレクリエーションを行いました。高木
さんは参加者に「いざというときに協力できるよう、
日ごろの交流が大切」と呼びかけました。消防職員に
よる寸劇も披露され、住宅用火災警報器の設置や AED
の使用などについても知識を深めました。

防災は日ごろの備えが大切
女性防火の集い

能登消防署職員の寸劇に見入る参加者

観光コースなどを提案する町野荘調査研究会メンバー

歴史景観で観光コース
金沢学院大生　町野荘調査を基に提案

　金沢学院大の東
ひがしよつやなぎ

四 柳 史明特任教授のゼミと町教委
で組織する町

まちののしょう

野荘調査研究会は 2 月 15 日、コンセー
ルのとで開いた成果発表会で、柳田地区に中世から残
る景観や風物を生かした観光コースを提案しました。
　調査研究会は「柳田町野荘ものがたり」と銘打った
観光マップを作成しており、マップを活用した町野荘
を巡る学習ツアーや、幹線道路沿いに「町野荘の里」
と記した看板設置などのアイデアを披露しました。

　3 月 8 日、能登七見健康福祉の郷「なごみ」のプー
ルで成果発表会が行われました。普段の練習の様子と
その成果を保護者に知ってもらうことを目的に毎年開
かれています。
　「なごみ」では毎週火・木・金・土曜日に水泳教室
を開講していて、習熟度別の 8 教室に約 60 人が通っ
ています。この日は 20 人が発表会に参加し、応援に
駆けつけた保護者に泳ぎを披露しました。

保護者の前で練習を披露する児童たち

一年間でこんなに上達しました
なごみ水泳教室発表会

　国交省の交流イベント「半島のじかん」は 2 月 28 日、
都内で開かれ、NPO 法人のとキリシマツツジの郷の取
り組みが半島振興の奨励事例に認定されました。
　イベントでは、全国の半島地域で活動する 7 団体が
事例発表し、同 NPO はのとキリシマツツジの調査と
保全活動、活用したイベントなどを紹介しました。5
団体が優良事例、2 団体が奨励事例として認められ、
政田成利事務局長が認定証を受け取りました。

半島地域振興の奨励事例に
NPO 法人のとキリシマツツジの郷

金子健・国交省半島振興室長から認定証を受け取る政田さん

勲記を手にする冨成晟さん

冨成さんに叙勲伝達

　旧内浦町議会議員として 16 年にわたり町の発展に
尽くされた松波の冨

とみなりあきら

成晟さんが旭日単光章を受章しま
した。冨成さんが利用している第二長寿園で 3 月 20
日に伝達式が開かれ、持木町長から勲記と勲章が伝達
されました。
　冨成さんは「受章はありがたく、うれしく思います。
これからも末永く、お互い笑って過ごせるように頑
張っていきたい」と謝辞を述べました。

地方自治に大きな貢献

「前立」と呼ばれる巨石の前で神事を行う触れ太鼓を先頭に山へ向かう一行
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町
で
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
構
造
や
交
通
需
要
の
変
化
、
公
共
事
業

投
資
の
効
率
化
・
重
点
化
な
ど
の
全
国
的
な

社
会
変
化
を
踏
ま
え
、
都
市
計
画
道
路
25
路

線
（
能
都
都
市
計
画
区
域
10
路
線
、
内
浦
都

市
計
画
区
域
15
路
線
）
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
長
期
間
未
着
手
と
な
っ
て
い

る
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、計
画
の
継
続
、

変
更
、
廃
止
な
ど
、
そ
の
必
要
性
や
事
業
性

を
再
検
討
し
ま
す
。
町
内
3
箇
所
で
説
明
会

お
知
ら
せ

都
市
計
画
道
路
見
直
し

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
専
業
主
婦
・
主
夫
で
あ
っ
た
人

が
扶
養
か
ら
外
れ
、
国
民
年
金
の
切
り
替
え

が
2
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
「
特

定
期
間
該
当
届
」の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

保
険
料
を
追
加
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
特
例
追
納
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
よ
っ
て
年
金
が
受
け
取
れ
な
く

な
る
事
態
を
避
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
特
例
追
納
が
で
き
る
期
間
は
平
成
27
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
で

す
。
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
お
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
七
尾
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

町
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

お
知
ら
せ

専
業
主
婦
・
主
夫
の

年
金
受
給
に
特
例
制
度

を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

宇
出
津
会
場

能
都
都
市
計
画
区
域
・
宇
出
津
地
区
の
説
明

　
日
時　

4
月
23
日
㊍
午
後
6
時

　
場
所　

コ
ン
セ
ー
ル
の
と
2
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

松
波
会
場

内
浦
都
市
計
画
区
域
・
松
波
地
区
の
説
明

　
日
時　

4
月
24
日
㊎
午
後
6
時

　
場
所　

内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

　
　
　
　

第
1
会
議
室

小
木
会
場

内
浦
都
市
計
画
区
域
・
小
木
地
区
の
説
明

　
日
時　

4
月
30
日
㊍
午
後
6
時

　
会
場　

役
場
小
木
支
所
2
階　

大
ホ
ー
ル

問
建
設
課
☎
（
76
）
８
３
０
４

お
知
ら
せ

都
市
計
画
区
域
外
一
般
住
宅
の

建
築
確
認
申
請
が
不
要
に

　

一
般
的
な
2
階
建
て
以
下
の
木
造
住
宅
や

倉
庫
・
車
庫
な
ど
新
築
・
増
築
す
る
場
合
は

都
市
計
画
区
域
及
び
知
事
指
定
区
域
内
で
あ

れ
ば
、
建
築
確
認
申
請
が
必
要
で
す
。
4
月

1
日
か
ら
知
事
指
定
区
域
が
廃
止
さ
れ
、
都

市
計
画
地
域
外
の
一
般
的
な
木
造
住
宅
等
の

建
築
確
認
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
建
築
物
は
一
生
の
宝

物
で
す
。
建
築
確
認
申
請
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
建
築
基
準
法
な
ど
関
係
法
令
を
遵
守

し
て
、
安
全
・
安
心
な
建
物
を
建
築
す
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
課
☎
（
76
）
８
３
０
４

■
募
集
期
間
…
4
月
15
日
㊌
ま
で

■
対
象
住
宅　

城
野
住
宅　

9
号
棟
21
号
、
３
Ｄ
Ｋ

住
所
　
宇
出
津
山
分
5
字
26
番
地

家
賃
月
額

　
１
６
，４
０
０
円
～
２
４
，５
０
０
円

桜
木
住
宅　

1
号
棟
１
３
４
号
、
３
Ｄ
Ｋ

住
所　

鵜
川
30
字
1
番
地

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

家
賃
月
額

　
２
０
，０
０
０
円
～
２
９
，８
０
０
円

　

※
金
額
は
所
得
に
応
じ
て
変
動
。

さ
く
ら
団
地　

7
号
棟
１
番
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

住
所　

柳
田
龍
部
14
番
地

家
賃
月
額　

３
０
，０
０
０
円

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人
④
入
居
者
の

所
得
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
（
城
野
・
桜

木
。裁
量
世
帯
は
２
５
９
，０
０
０
円
以
下
）、

１
５
８
，
０
０
０
円
以
上
（
さ
く
ら
）
⑤
単

身
よ
り
も
複
数
世
帯
を
優
先

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４

　

土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
各
戸

に
配
布
し
ま

す
。
大
雨
等

に
よ
り
土
砂

災
害
の
危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
や
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
備
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

活
用
し
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
や
地
域
の
皆
さ

ん
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
建
設
課
☎
（
76
）
８
５
０
４

お
知
ら
せ

土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
運
転
資
格
の
あ
る
人
で
、
長
い
間

無
事
故
無
違
反
を
続
け
て
い
る
人
を
、
表
彰

候
補
者
に
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
に
表
彰
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

は
、
地
区
の
交
通
安
全
協
会
支
部
長
ま
た
は

町
交
通
安
全
協
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

締
め
切
り　

4
月
20
日
㊊

　

問
町
交
通
安
全
協
会
☎
（
62
）
１
３
３
４

募
集

無
事
故
無
違
反
を
続
け
て
い
る

運
転
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

　

能
登
町
の
設
置
率
は
82
㌫

　

地
区
別
の
設
置
率

　
　

能
都
81
㌫
、
内
浦
82
㌫
、
柳
田
81
㌫

　

昨
年
末
に
能
登
町
全
域
で
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
率
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

一
昨
年
調
査
か
ら
3
㌽
増
の
82
㌫
で
し
た
。

ま
だ
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
お
宅
は
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
能
登
消
防
署
☎
（
62
）
０
４
９
２

お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
2月16日～3月14日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額 落札者
平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業
　舗装本復旧工事（国重地内） 国重 上下水道課 14,256,000 円 北川ヒューテック㈱

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金　宇出津
地区都市再生整備計画事業　バスベイ整備工事 宇出津新 建設課 11,426,400 円 ㈱鼎建設

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業
　舗装本復旧工事（源平地内） 宇出津山分 上下水道課 5,994,000 円 丸建道路㈱

平成 26 年度　県単急傾斜地崩壊対策事業　黒川
急傾斜地　崩壊対策工事　その 2 黒川 建設課 26,676,000 円 ㈲モアグリーン

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道 2 級宇出
津藤波 1 号線　道路改良工事　その 2 藤波 建設課 18,576,000 円 ㈲ケイ・エム・ティ

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道 2 級宇出
津藤波 1 号線　道路改良工事　その 2（法面工） 藤波 建設課 5,994,000 円 ㈱ランドスケープ開発

こんな勧誘電話に気をつけて！
　事例　「Ａ社からの封筒は届いていませんか」
　証券会社などをかたって「封筒は選ばれた 10 名だ
けに送付された。Ｂ社がその封筒を必要としているの
で譲ってほしい」などと言って勧誘してきます。封筒
は勧誘の電話がかかってくる前後に送付されます。
　封筒には「老人ホーム入居権」「有名会社の社債」
など、よく耳にするものから難解な金融商品まで、さ
まざまな架空の商品の申込書やパンフレットが入って
います。「代理で申し込んでほしい」などといってさ
まざまな相手と電話のやりとりをさせられますが、言

われるままに対応していると「不正取引となった」な
どと、あたかも加害者になったかのように思わせて不
当な請求が始まります。このような電話は相手にせず
話の途中でも電話を切ってください。

わからないことや不安なことは、一人で悩まず相談を！
　ふるさと振興課☎ 62-8532
　奥能登消費生活相談室☎ 0768-26-2307
　県消費生活支援センター☎ 076-267-6110
　消費者ホットライン☎ 0570-064-370
　　　　　　　　　　（守ろうよ、みんなを）

消費生活トラブル対策

消費生活推進員の河村喜久子さん（左）

と弘﨑弘美さん

消費生活推進員をご存じですか？
　能登町では 2 人が県消費生活推進員に委嘱されています。宇出津の河村
喜久子さんと九里川尻の弘﨑弘美さんです。平成 25 年度から 2 年間の任期
で消費生活情報の提供や、相談窓口の紹介などの啓発活動を行っています。
このたび県から再任され、新たに 2 期目の活動を開始しました。2 人はこれ
までの活動や研修で得た知識を生かして活動します。

地区 都市計画区域 知事指定区域

能都
地区

宇出津、宇出津山分、
宇 出 津 新、 崎 山、 宇
出 津 新 港、 藤 波 の 一
部、真脇の一部、姫

都 市 計 画
区 域 外 の
全地区

柳田
地区

不要
（都市計画区域、知事指定区域ともに

なし）

内浦
地区

布 浦、 九 里 川 尻、 立
壁、 四 方 山、 白 丸、
内浦長尾、新保、越坂、
市 之 瀬、 小 木、 恋 路
の一部、松波の一部

指定なし

建築確認申請が必要な地域

４
月
１
日
か
ら
廃
止
。一
般
的
木
造
住
宅

な
ど
の
建
築
確
認
申
請
が
不
要
に
！
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【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　議会事務局☎ 62-8540
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　能都サービス室
　　　　　　☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　農林水産課☎76-8302
　柳田サービス室
　　　　　　☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503
　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室
　　　　　　☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

今月の納期　4月30日木
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期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期
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■ 5 日㊐おらが故郷お国自慢―輪島市―
　　時間　15:20 ～　場所　空港 2 階ロビー
　　内容　「プア・オレナ」によるミニコンサート

■ 12 日㊐のっぴーグラスづくり
　デザイン「 のっぴーのお花見・桜の駅」
　　時間　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00　
　　場所　空港 1 階　能登の旅情報センター
　　　一家族 1 個。小学生以下優先、
　　　限定 50 個、参加無料

■ 19 日㊐おらが故郷お国自慢―輪島市―
　　時間　15:20 ～　場所　空港 2 階ロビー
　　内容　「プア・オレナ」「琴城流 琴長会」による
　　　　　ミニコンサート

のと里山空港
　　　　　4 月のイベント

のっぴーお花見・桜の駅

■「のっぴーフリマ」出店者大募集
大型連休中の「のとキリシマツツジフェスティバル」
と同時開催されるフリーマーケットの出店者を募集し
ます。
開催日　5 月 3 日㊐、4 日㊊・㊗、5 日㊋・㊗
出店資格
・出店者は開催日において 20 歳以上であること。
・販売を業としていないこと。営業目的の出店は認め
ません。
・飲食物及び動植物、公序良俗に反する物品の販売を
しないこと。
・主催者が不適当と判断した場合は出店を認めません。
出店区画　1 区画　1.8m × 2.7m（たたみ 3 畳分）
申込方法
　次の事項を記入の上、ＦＡＸまたはハガキでお申込
みください。
　出店希望日・氏名・住所・電話番号・販売品目
応募締切日　4 月 17 日㊎　17:00 までに必着
　締切日前に予定数に達した場合、募集を終了します。
申し込み先
のと里山空港賑わい創出実行委員会
〒 929-2392 輪島市三井町洲衛 10-11-1
　奥能登総合事務所企画振興課内
　☎ (0768)26-2303　FAX 26-2305

内
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　飼い犬は年
1 回 狂 犬 病 予
防注射を受け
なくてはいけ
ま せ ん。 狂 犬
病はウイルス性の感染症で、犬だけでなく
人などあらゆる哺乳動物に感染します。発
病した動物に咬まれることで感染し、けい
れんや狂騒などを引き起こし、治療法がな
いためほぼ 100％の確率で死に至ります。
　日本では予防注射の接種、検疫、野犬の
捕獲を徹底した結果、1957 年以降発生して
いませんが、世界のほとんどの国では毎年
数万人が死亡しています。狂犬病はいつ日
本に侵入しても不思議ではありません。狂
犬病は過去の病気ではないことを認識し、
公共の安全を守るため、年１回の予防注射
の接種義務を守りましょう。
　町では 4 月 22 日㊌～ 24 日㊎、26 日㊐
に狂犬病予防注射を実施します。未登録の
犬も、現地で登録ができますので、持ち物
を確認して必ず受けましょう。

注射の
日程 注射会場 時間

4 月
22 日㊌

旧おおぞら農協
神野事業所前

10:00
～ 10:15

寺五集会所前 10:30
～ 10:40

旧おおぞら農協
斉和支所前

10:50
～ 11:05

岩井戸分団車庫横 11:20
～ 11:35

柳田
山村開発センター前

13:00
～ 13:15

小間生集会所前 13:25
～ 13:45

上町保育所横 14:00
～ 14:20

4 月
23 日㊍

柏木集会所前 10:00
～ 10:05

宮地集会所前 10:15
～ 10:25

旧瑞穂小・中学校前 10:35
～ 10:55

鵜川公民館前 11:10
～ 11:30

七見白山神社前 13:00
～ 13:10

三波分団車庫横 13:25
～ 13:40

藤波柳倉集会所前 13:50
～ 14:00

神目神社下 14:10
～ 14:25

4 月
24 日㊎

不動寺公民館前 10:00
～ 10:20

秋吉
あまめはぎ公園

10:30
～ 10:40

白丸公民館 10:50
～ 11:05

旧九十九湾小木駅 11:20
～ 11:40

小木支所前 13:00
～ 13:40

高倉出張所前 13:50
～ 14:20

4 月
26 日㊐

柳田体育館前 10:00
～ 10:30

内浦庁舎
（福祉センター）前

11:10
～ 11:40

能都庁舎前 13:00
～ 14:00

注射会場へお持ちいただくもの
◆登録済みの犬の場合　押印した案内ハガ
キ（４月中旬に送付予定）と3,100 円
◆新規登録の犬の場合　印鑑と 6,100 円
注意とお願い

・注射を受ける前の問診により、接種でき
ない場合があります。問診表を参考に気に
なることがあれば、事前に動物病院で診察
を受けるか、当日獣医師にご相談ください。

・飼い犬が死亡している場合は、案内ハガ
キ（裏面）の「死亡」欄に必要事項を記入

問　診　表
1．元気、食欲がある。

 →はい ・ いいえ
2．体調の悪いところがない。(下痢、吐き気、咳)

→はい ・ いいえ
3．何も治療を受けていません。

→はい ・ いいえ
4．発情、妊娠、授乳中でない。

→はい ・ いいえ
5．今までに予防注射を受けて体調が悪くなっ
たことがありません。

→はい ・ いいえ
6．1 カ月以内に他の予防注射を受けていない。

→はい ・ いいえ

狂犬病予防注射は飼い主の義務です

のうえ、環境対策課、各サービス室、支所・
出張所にご提出ください。

・注射後の 3、4 日はシャンプーを控えて
ください。また、2、3 日は散歩を控えめ
にしてください。ワンちゃんの様子がお
かしいと感じたら、お電話ください。

問環境対策課☎ 62-8507

巡回接種の場所と時間

　町では災害時に自ら避難することが

困難な「避難行動要支援者」の名簿を

作成し、災害時の支援や安否確認に役

立てることにしています。同意を得ら

れた人については平常時から消防や警

察などに名簿を提供し、迅速な対応に

努めます。対象となる人にお知らせし

ますので、情報提供の同意にご理解と

ご協力をお願いします。

問総務課危機管理室☎ 62-8510

実効性ある災害対策のために

避難行動要支援者名簿
情報提供にご協力を


